
（1)2017年3月5日（毎月3回5・15・25日発行） 兵庫保険医新聞 （昭和43年6月12日第三種郵便物認可 年間購読料 12,000円） 号外

No.287

2017・3・5

投稿歓迎！
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署
名
や
ク
イ
ズ
チ
ラ
シ
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

庫
県
の
グ
ル
メ
景
品
が
当
た
る
。

ク

イ
ズ
チ
ラ
シ
は
、
会
員
医
療
機
関
の
待

合
室
な
ど
で
患
者
さ
ん
に
配
布
し
て
い

た
だ
き
、
回
収
し
て
い
た
だ
く
方
式
と

な
っ
て
い
る
。
取
り
組
ん
だ
会
員
に
は

も
れ
な
く
図
書
カ
ー
ド
を
、
さ
ら
に

「
３
０
オ
ー
バ
ー
賞
」
と
し
て
、
３
０

通
以
上
の
応
募
が
あ
っ
た
会
員
の
中
か

ら
１
０
医
療
機
関
に
抽
選
で
２
万
円
の

旅
行
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
。

署
名
運
動
と
ク
イ
ズ
チ
ラ
シ
企
画
に

多
く
の
先
生
方
の
協
力
を
お
願
い
し
た

い
。ク

イ
ズ
チ
ラ
シ
企
画
の
グ
ッ
ズ
や
署

名
用
紙
の
追
加
注
文
は
、
電
話
078-

393-

1
8
0
7
ま
で
。

政
府
は
国
会
に
介
護
保
険
法
改
定
案

な
ど
を
提
出
し
た
。
そ
の
中
身
は
、
７

０
歳
以
上
の
高
齢
者
の
窓
口
負
担
限
度

額
の
引
き
上
げ
や
６
５
歳
以
上
の
入
院

患
者
の
光
熱
水
費
負
担
の
引
き
上
げ
、

後
期
高
齢
者
の
保
険
料
引
き
上
げ
、
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
引
き
上
げ

な
ど
、
医
療
や
介
護
を
利
用
す
る
人
の

負
担
引
き
上
げ
が
目
白
押
し
。

協
会
は
政
府
の
具
体
的
な
法
案
提
出

を
受
け
、
医
療
・
介
護
の
負
担
増
中
止

を
求
め
る
新
た
な
請
願
署
名
に
３
月
か

ら
取
り
組
む
。
昨
年
の
署
名
で
は
、
明

石
支
部
で
３
０
医
療
機
関
３
６
３
０
筆

を
集
め
た
。

ま
た
、
こ
の
問
題
を
多
く
の
患
者
さ

ん
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
「
高
齢
者
泣

か
せ
の
医
療
改
革
」
を
テ
ー
マ
に
景
品

付
き
ク
イ
ズ
チ
ラ
シ
に
も
取
り
組
む
。

こ
れ
は
、
四
つ
の
ク
イ
ズ
に
、
ヒ
ン
ト

を
参
考
に
答
え
て
も
ら
い
な
が
ら
、
負

担
増
計
画
を
こ
の
ま
ま
進
め
て
い
い
の

か
考
え
て
も
ら
う
こ
と
が
狙
い
。
正
解

者
の
中
か
ら
、
抽
選
で
１
０
０
人
に
兵

保険医協会明石支部は、上記の通り在宅医療研究会を

開催します。在宅での医療、介護の経験交流、地域医療・

保健・福祉のあり方を考え、在宅医療のネットワークづ

くりの一助になることを目的に、医療・看護・介護職な

ど、幅広い職種の方々にご参加いただき、学び、交流す

る機会となればと思います。

今回は、西山クリニックの西山裕康先生に、複雑な

「医科在宅医療点数のポイント」を解説いただくほか、

「在宅医療ネットワークあんしん」を立ち上げた、平崎

内科循環器科クリニックの平崎智士先生に、在宅医療現

場での事例、経験等をお話いただきます。

会員の先生はもちろん、ケアマネ、事務職のみなさんも、どうぞお気軽に多数ご参加下さい。 お問

い合わせは、協会事務局℡(078)393-1803境までご連絡下さい。

医科在宅医療点数のポイント＆

チームで取り組む在宅医療ネットワーク

兵庫県保険医協会明石支部在宅医療研究会

返信ＦＡＸ ０７８－３９３－１８２０

□ 参加します （ ） 人

医療機関名 （ ）

代表者お名前（ ）Tel （ - - ）

在宅医療点数の疑問や、点数改善要望などがありましたらお書き下さい。

日 時 ３月１６日（木） 午後３時～５時

会 場 明石市立産業交流センター 研修室1A

第１部：医科在宅医療点数のポイント
講師：西山クリニック 西山 裕康 先生

第２部：チームで取り組む在宅医療ネットワーク
講師：平崎内科循環器科クリニック 平崎 智士 先生

参加費 無料
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２
０
１
６
年
４
月
１
日
か
ら
実
施
さ

れ
た
診
療
報
酬
改
定
に
つ
い
て
、
数
回

に
渡
っ
て
診
療
報
酬
の
改
定
内
容
を
解

説
し
て
い
く
。
第
八
回
目
と
な
る
今
号

で
は
、
２
０
１
７
年
３
月
で
経
過
措
置

が
終
了
す
る
に
あ
た
っ
て
、
４
月
か
ら

の
算
定
の
留
意
点
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

（
１
）
在
支
診

（
在
宅
療
養
支
援
診
療
所
）

２
０
１
６
年
３
月
３
１
日
時
点
で
在

支
診
の
届
出
を
行
っ
て
い
た
医
療
機
関

が
２
０
１
７
年
４
月
１
日
以
降
も
支
援

診
の
点
数
を
算
定
す
る
に
は
、
医
療
提

供
患
者
の
割
合
が
９
５
％
未
満
の
場
合

で
も
改
め
て
届
出
が
必
要
と
な
る
。

在
支
診
の
届
出
を
行
っ
て
い
る
医
療

機
関
は
す
べ
て
、
様
式
１
１
を
用
い
４

月
３
日
ま
で
に
届
出
を
行
い
受
理
さ
れ

る
必
要
が
あ
る
。

在
宅
医
療
提
供
患
者
と
は
、
直
近
１
ヶ

月
に
初
診
、
再
診
、
往
診
ま
た
は
訪
問

診
療
を
実
施
し
た
患
者
の
う
ち
、
往
診

又
は
訪
問
診
療
を
実
施
し
た
患
者
を
指

す
。

（
２
）
が
ん
性
疼
痛
緩
和

指
導
管
理
料

が
ん
性
疼
痛
緩
和
指
導
管
理
料
２
が

３
月
３
１
日
で
廃
止
さ
れ
る
。
４
月
１

日
か
ら
は
緩
和
ケ
ア
に
係
る
研
修
を
受

け
た
医
師
が
実
施
す
る
こ
と
が
必
須
条

件
と
な
る
。

（
３
）
在
宅
時
医
学総

合
管
理
料

有
料
老
人
ホ
ー
ム
、
サ
ー
ビ
ス
付
き

高
齢
者
向
け
住
宅
、
認
知
症
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
の
各
施
設
入
居
者
に
対
し
、
２

０
１
６
年
３
月
３
１
日
ま
で
に
在
宅
時

医
学
総
合
管
理
料
を
算
定
し
て
い
た
場

合
に
、
引
き
続
き
当
該
管
理
料
を
算
定

で
き
る
経
過
措
置
が
、
３
月
３
１
日
で

終
了
す
る
。

2
0
1
6
年
度
医
科
診
療
報
酬
改
定

解
説
⑧

４
月
１
日
以
降
は
こ
れ
ら
の
施
設
入

居
者
に
対
し
て
は
施
設
入
居
時
等
医
学

総
合
管
理
料
を
算
定
す
る
。

（
４
）
コ
ン
タ
ク
ト

レ
ン
ズ
検
査
料

２
０
１
６
年
３
月
３
１
日
時
点
で
コ

ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
検
査
料
「
１
」
「
２
」

を
届
け
出
て
い
た
場
合
に
、
２
０
１
７

年
３
月
３
１
日
ま
で
現
在
の
同
検
査
料

「
１
」
「
３
」
に
該
当
す
る
と
み
な
す

経
過
措
置
が
終
了
す
る
。

こ
の
経
過
措
置
に
該
当
し
、
４
月
１

日
以
降
に
同
検
査
料
「
１
」
「
２
」

「
３
」
を
算
定
す
る
医
療
機
関
は
、
４

月
３
日
ま
で
に
直
近
６
ヶ
月
間
の
実
績

を
も
っ
て
様
式
３
０
を
用
い
新
た
に
届

出
を
行
う
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

詳
し
い
改
定
の
内
容
は
2
0
1
6
年

版
の
「
保
険
診
療
便
覧
」
や
「
保
険
診

療
の
手
引
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
冊
子

の
注
文
は
以
下
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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ぜんそくフェスタ2017＆
兵庫県喘息死ゼロ作戦

市民公開講座
日 時 ４月９日（日） 午前９時～１２時

場 所 明石市立産業交流センター

参加費 無料
※事前申込は不要です。会場へ直接お越しください。

※会員の先生方はもちろん、患者さん方にも

ご紹介ください。どなたでもご参加いただけます。

①ぜんそくフェスタ2017 午前9時～10時

患者さん体験コーナー

「気持ちよく息をしようコーナー」：

ヨガの先生による複式呼吸法の練習をします。

「喘息の苦しさを体験しようコーナー」：

ストローで息をしながら「酸素飽和度」を調べます。

「呼吸機能検査コーナー」

②兵庫県喘息死ゼロ作戦市民公開講座
「ぜんそくを正しく知ろう」

第一部 午前10時10分～11時
演題：「喘息を正しく理解するために

～小児ぜんそくから成人ぜんそくまで～」

司会：大西 尚 先生 （明石医療センター 呼吸器内科 副院長）

演者：保澤 総一朗 先生

第二部 午前11時～12時
パネルディスカッション「よりよいぜんそく治療を目指して」

司会：大西 尚 先生 （明石医療センター 呼吸器内科 副院長）


